
よりそい、見つめ合います ＪＡ佐久浅間広報誌［ジャッホー］   2022（令和 4 年）
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第22回フォトコンテスト入賞作品 「緑色の川」　内藤 英夫さん（小諸市）

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

■笑味ちゃんのエーコープマーク品活用術
　焼きキノコと春菊の梅肉ドレッシング和え
　ゴボウチップス
■スマイルＪＡ女性会　小諸支部
■家庭菜園便利帖　キュウリ
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フード・マイレージから
日本の「食」を考えよう
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特 集

フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
か
ら

日
本
の
「
食
」
を
考
え
よ
う

「
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
輸
送
さ
れ
る
食
料

の
量
と
距
離
を
数
字
で
表
し
た
も
の
で
す
。
食
べ
物

の
安
全
性
問
題
や
地
球
環
境
へ
の
負
荷
も
こ
こ
か
ら

見
え
て
き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
日
々
食
べ
て
い
る
も
の
が
、
ど

こ
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
か
意
識
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。
お
店
に
並
ぶ
穀
物
や
野
菜
、

肉
、
魚
な
ど
は
、
国
内
外
の
農
業
・
漁
業
現

場
か
ら
も
た
ら
さ
れ
ま
す
し
、
工
場
で
作
ら

れ
る
加
工
食
品
の
材
料
も
同
様
で
す
。
遠
い

国
か
ら
輸
送
さ
れ
て
い
る
食
品
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

食
料
が
最
初
に
生
産
さ
れ
た
場
所
か
ら
、

私
た
ち
の
口
に
届
く
ま
で
の
輸
送
距
離
に
量

を
掛
け
た
、
指
標
と
な
る
数
字
が
フ
ー
ド
・

マ
イ
レ
ー
ジ
で
す
。

　

輸
入
食
料
の
場
合
は
、
生
産
地
か
ら
港
ま

で
と
輸
出
国
か
ら
日
本
ま
で
の
船
便
で
の
距

離
、
日
本
の
港
か
ら
消
費
地
ま
で
の
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
距
離
を
加
え
た
数
に
総
量
を
掛
け
ま

す
。
地
球
の
反
対
側
か
ら
大
量
に
輸
入
さ
れ

て
い
る
場
合
、
大
き
な
数
字
に
な
る
の
は
必

然
で
す
。
ま
た
、
国
産
食
料
で
も
遠
く
離
れ

た
場
所
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
運
ん
で
く
れ

ば
、
高
い
数
字
に
な
り
ま
す
。

　

フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
を
減
ら
す

た
め
に
、
一
番
簡
単
な
方
法
は
「
近

く
で
作
ら
れ
た
も
の
を
食
べ
る
こ

と
」
に
尽
き
ま
す
。
つ
ま
り
地
産
地

消
で
す
。
近
隣
の
農
漁
業
者
が
生
産

し
た
旬
の
品
を
買
え
ば
フ
ー
ド
・
マ

イ
レ
ー
ジ
は
ゼ
ロ
に
近
い
上
、
顔
が

見
え
る
品
と
し
て
信
頼
性
も
高
い
で

し
ょ
う
。
近
年
で
は
学
校
給
食
な
ど

で
も
地
産
地
消
に
取
り
組
む
自
治
体

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

加
工
食
品
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
国
内
製
造
の
品
で
も
、
原
料
が

輸
入
品
な
ら
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ

は
大
き
く
な
り
ま
す
。
大
豆
１
ト

ン
で
豆
腐
５
０
０
０
丁
を
作
っ
た
場

合
、
米
国
産
大
豆
に
対
し
て
地
元
産

大
豆
で
は
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
は

約
６
０
０
０
分
の
１
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
は
約
４
０
０
分
の
１
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
地
元
農
家
の

維
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
何
が
分
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
輸
入
食
料
の
フ
ー
ド
・

マ
イ
レ
ー
ジ
は
日
本
が
断
ト
ツ
で
す
。
ど
れ
ほ

ど
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
か
は
食
料
自
給
率
の
各

国
比
較
か
ら
も
一
目
瞭
然
。
１
０
０
％
を
超
え

る
国
は
輸
出
も
で
き
て
い
る
国
で
、
日
本
は
食

べ
物
の
約
60
％
が
輸
入
品
で
す
。
畜
産
用
の
飼

料
を
含
む
穀
物
の
自
給
率
は
、
わ
ず
か
28
％
ま

で
下
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

輸
入
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
国

内
の
第
１
次
産
業
が
縮
小
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
農

山
村
が
荒
れ
る
と
、
土
地
の
貯
水
力
が
低
下
し

た
り
獣
害
が
増
し
た
り
も
し
ま
す
。

　

輸
入
食
料
に
は
安
全
性
が
不
安
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
生
産
現
場
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か

私
た
ち
は
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
長
い

時
間
を
か
け
て
運
ん
だ
り
保
管
し
た
り
す
る
た

め
に
、
保
存
性
を
高
め
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
も
大
き
な
問
題
が
地
球
環
境
に

　

フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
に
は
、
輸
送
手
段
の

違
い
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
多
く
は
ト

ラ
ッ
ク
で
輸
送
さ
れ
て
い
る
国
産
品
は
、
海
外

か
ら
船
舶
で
入
る
も
の
よ
り
多
く
の
二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
消
費

地
で
の
廃
棄
な
ど
も
環
境
負
荷
の
増
大
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
日
本
人
が
「
近
く
の
旬
の
も

対
す
る
負
荷
で
す
。

　

長
距
離
輸
送
に
は

多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
い
ま
す
。
例
え
ば
国

産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
対
し
て
、
米
国
産

は
輸
送
に
際
し
て
約
８
倍
の
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
試
算

で
は
、
２
０
０
８
年
度
の
国
内
で
の
食
料
輸
送

に
伴
う
二
酸
化
炭
素
排
出
量
約
９
０
０
万
ト
ン

に
対
し
、
輸
入
食
料
は
１
億
６
９
０
０
万
ト
ン

（
全
て
船
舶
輸
送
と
仮
定
し
た
場
合
）
に
も
及

び
ま
す
。
日
本
の
人
口
で
割
る
と
１
人
当
た
り

年
間
約
１
３
０
キ
ロ
。
こ
の
二
酸
化
炭
素
の
量

を
、
電
力
を
節
約
し
て
埋
め
合
わ
せ
る
に
は
、

テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
を
毎
日
１
時
間
減
ら
し
て

も
11
年
も
か
か
り
ま
す
。

　

地
球
環
境
を
守
る
た
め
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
削
減
が
世
界
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
今
、

フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
の
数
値
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。

の
」
だ
け
で
は
満
足

で
き
な
く
な
っ
て
い

る
の
も
ま
た
事
実
。

　

普
段
の
買
い
物
で

は
ぜ
ひ
、
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
を
意
識
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
と
は
、

地
球
環
境
と
日
本
の
農
を
共
に
守
る
た
め
の
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
な
の
で
す
。

■資料：ＪＡ広報通信　■監修：フード・マイレージ資料室主宰　中田哲也
　　　　　　　　　　　　フード・マイレージ資料室　https://food-mileage.jp/
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「Ａ・コープファーマーズ佐久平店」
オープンに向けて準備進む

新規生産者獲得で産地強化へ
フラワーアレンジを楽しもう

若手で産地を盛り上げよう

野菜苗供給開始

次年度に向け反省会

愛称「さくさく市
い ち ば

場」に決定

ＪＡ佐久浅間中核人材研修会

生産者直売コーナー出荷会員募集

花き出荷生産者募集説明会

花き女性の集い

生産者直売コーナー愛称選定会議

花き若手生産者の集い

あさま野菜育苗センター 

ユーカリ研究会

修了レポート報告会

苗の生育を確認する担当者

店舗の概要や出荷規格などを説明した会議

当ＪＡ役員等が出席した選定会議

花を受け取る女性生産者

２回に分けて開催した反省会

50人が参加した説明会

あいさつする小林専門委員長

最優秀賞を受賞した山本調査役（左）

　当ＪＡは、令和４年９月にオープン予定の「Ａ・コー
プファーマーズ佐久平店」生産者直売コーナーの出荷者
募集を３月から始めました。募集に先立ち１〜２月にか
けて本所で開いた４回の説明会には、組合員や地域住民
ら合わせて２２９人が出席。Ａ・コープ担当者が店舗の
概要、ＪＡが会員登録をはじめ、規格や商品管理など、
出荷から販売までの流れを説明しました。
■募集期間　令和４年５月３１日㈫まで
　営農経済部直売課　TEL ０２６７ー６８ー１１１７

　２月１０日、本所で「Ａコープファー
マーズ佐久平店」生産者直売コーナー愛称
選定会議を開き、応募総数８８点から菊原
心粋さん（佐久市）の「さくさく市場」を
愛称として最優秀作品に決定しました。ほ
か優秀賞３点を選出。７月の設立総会で表
彰する予定です。

　当ＪＡは１月２５・２６日、管内４カ所で花きの生
産基盤の維持拡大に向け、意欲ある担い手の確保・新
規栽培者の育成を図ろうと、花き出荷生産者募集説明
会を開き、新規栽培を検討する５０人が参加しまし
た。花き果樹振興センターの担当者がＪＡ管内の生
産概要を紹介した他、トルコギキョウ、小菊、ユーカ
リ、姫ひまわり、フジバカマ、ヒマワリの６品目の作
型や栽培収支試算などを説明しました。

　当ＪＡでは、管内の花き生産者の女性に親睦を深めて
もらい、産地力の向上につなげようと毎年、花き女性の
集いを開いていましたが、新型コロナウイルス感染拡大
の影響で中止としました。しかし、自宅でフラワーアレ
ンジメントを楽しんでもらおうと、アルストロメリアや
カーネーション、スイートピーなどの花材を参加予定者
に配布しました。

　当ＪＡ花き専門委員会は２月２日、本所で花き若手生
産者の集いを開き、生産者やＪＡ関係者ら２６人が出
席。カーネーション後継者グループやキク青年部など、
品目ごとに活動する若手生産者が一堂に会しました。
集いでは、カーネーションやキク、アルストロメリアな
ど品種ごとの令和３年度の実績を振り返り、ＪＡ全農長
野の担当者から適正な農薬散布と土壌管理について説明
を受けました。小林芳文専門委員長は「しっかりと学ん
で、高品質な花きを栽培して産地を盛り上げていってほ
しい」と呼び掛けました。

　春野菜の定植を前に、ＪＡ各育苗センターで作
業が本格化しています。当ＪＡは農家の労力軽減
や生産規模の拡大などを目的に、育苗センターで
種まきから生育管理し、品目ごとに均一な苗を生
産。農家の定植時期に合わせて供給しています。
あさま野菜育苗センターでは、２月下旬から５月
末にかけて、春作用としてブロッコリーやレタス
類、キャベツなど合わせて約６００万本の苗を供
給する予定です。

　当ＪＡ花き専門委員会振興花き専門部ユーカリ研究
会は２月１６日、本所で令和３年度反省会を開き、会
員やＪＡ全農長野など関係者約４０人が出席しまし
た。令和３年度の生産販売状況を振り返り、次年度に
向けた取り組みなどを確認しました。令和３年度は
１２５人が栽培、出荷本数は前年比１５２％の３１万
本でした。

　当ＪＡは２月１４日、本所で令和３年度中核人
材研修会修了レポート報告会を開きました。テー
マは「マーケティング的発想を活用し、自部門の
課題解決に向けた提案」で、受講した１０人の職
員が発表。最優秀賞には、次世代のＪＡ組合員率
向上について提案した、佐久うすだ支所金融課の
山本奈央子調査役が選ばれました。講評では浅沼
組合長が「今後はそれぞれの部署で課題解決の具
体策を検討し、事業に生かしてもらいたい」と話
しました。



共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ

スマイル
ＪＡ女 性 会

笑
え み

味ちゃんの
エーコープマーク品
活用術

エーコープマーク品は
「安全で健康を守る」を
コンセプトに利用者の意
見を反映し、ＪＡの特色
を生かしたプライベートブランドです。
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小諸支部 
元気に活動してコロナ禍を過ごそう

　小諸支部では元気にコロナ禍を過ごそうと、屋外を
中心に活動してきました。６月は新緑まぶしい南城公
園でマレットゴルフ、１０月は紅葉真っ盛りの懐古園、
１１月はあぐりの湯こもろから氷

こおりふうけつ

風穴までのポール
ウォーキングを開催。青空の下、元気に楽しくおしゃ
べりしながら歩きました。
　１１月１６日には寄せ植え講習会を開き、７種類の

草花を選んで作りました。それぞれの家に飾った鮮や
かな寄せ植えが寒い冬の生活に彩りを添えてくれま
す。１２月には感染対策を講じた中で餃子づくりを行
い、大変好評でした。コロナ禍の中で工夫をしながら
活動を続けています。早くみんなで顔を合わせ、楽し
く話せるようになるといいなと思います。

好評だった餃子づくり２１人の会員が参加した寄せ植え講習会

ありがとう 案ずるより産むが易し

　私の好きな言葉は、あ
りがとうです。友達や家
族に言われると、とって
もうれしい気持ちになり
ます。私がありがとうと
言うとみんな笑顔になっ
てくれます。
　うれしい気持ちがみんなに広がるように、私は
なにかしてもらった時、ありがとうと伝えるよう
にしています。これからも、たくさんありがとう
の言葉が広がっていくとうれしいです。この気持
ちを大切にしていきたいです。

　最初、好きな言葉と言われ
てパッと思いつく言葉が出ま
せんでした。愛、夢、これは
あまりにもキザ過ぎて自分の
口からは言えません（笑）。
なので、この話を頂いてから数日は考え込みました
ね。そう考えている時に、ふと自分は「問題事などを
深く考え過ぎる性質」だなと。私は何事にも考え過ぎ
てしまい気分が落ち込むことも。
　しかし案外、事はすんなり解決することがありま
す。その時「案ずるより産むが易し」という言葉に
助けられている自分がいます。好きな言葉であると共
に、大切にしたい言葉です。

佐久市甲
伴野 優月さん（10歳）

佐久市中込
高橋 志郎さん（50歳）

「好きな言葉」

焼きキノコと春菊の梅肉ドレッシング和え

ゴボウチップス

クセがなくサラッと食べられる！

パリッとした食感が楽しい！

●材料 (４人分 )
　生シイタケ……４枚　マイタケ………１パック
　春菊……………１束　
　梅肉ドレッシング
　梅………………１個
　エーコープこめ油…………大さじ２
　酢…………大さじ２　しょう油………小さじ２
　砂糖………小さじ１

●材料（４人分）
　ゴボウ…………50 ｇ　小麦粉…………少々
　塩………………少々　 粉チーズ………少々
　青のり…………少々
　エーコープこめ油………適量

おいしさ長持ち　エーコープこめ油
　こめ油はくせのないまろやかな風
味が特徴で、素材の味を引き立てて
風味を味わうマヨネーズやドレッシ
ングなどにお使いいただけます。ま
た、高温の調理に強く、香ばしくカ
ラッと揚がるので揚げ物にも最適。
冷めてもべたつきが少なく、おいし
さが長持ちします。

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

エーコープマーク品は、ＪＡファーム佐久店、生活
宅配センターなどでお買い求めいただけます。

■商品に関するお問い合わせ
　ＪＡファーム佐久店  TEL 0267ー66ー3300

●作り方
①生シイタケは軸を取り、マイタケとともにフライ

パンで油を引かずに焼き、食べやすい大きさに手
で裂く。

②春菊は色よくゆで、４㎝に切る。
③梅を包丁で細かくたたき、ほかの材料と合わせて

梅肉ドレッシングを作る。
④ドレッシングに①と②を入れて和える。

●作り方
①ゴボウは薄く斜めに切り、水にさらして少しく

るりと曲がるくらいに漬けておく。
②ゴボウの水気を拭き取り、小麦粉をまぶす。
③フライパンでこめ油を熱し、ゴボウをバラバラ

と入れる。泡が出なくなるまで焦がさないよう
に揚げる。

④ゴボウを取り出して熱いうちに塩を振って下味を
付け、器に盛って青のりと粉チーズをちらす。

●ゴボウはスライサーなどを使い、できるだけ薄く
切ったほうが早くパリッと仕上がります。

●ゴボウの水分をしっかり拭き取ると、小麦粉がさ
らっと付きます。
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中
嶋 

信
幸

特
徴

　

生
育
適
温
は
18
～
28
℃
で
、
自
然
環

境
下
で
栽
培
し
や
す
い
の
は
春
か
ら
夏

に
か
け
て
で
す
。
冷
涼
な
気
候
を
好
み

ま
す
が
、
低
温
に
弱
い
た
め
、
10
～

12
℃
以
下
で
は
生
育
し
ま
せ
ん
。
発
芽

か
ら
収
穫
ま
で
は
お
よ
そ
60
日
で
、
果

菜
類
の
中
で
も
期
間
が
短
い
の
が
特
徴

で
す
。
さ
ら
に
、
開
花
か
ら
７
日
程
度

が
収
穫
時
期
の
た
め
、
適
期
を
逃
さ
な

い
よ
う
に
収
穫
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

有
機
物
と
土
壌
水
分
が
十
分
で
あ
れ

ば
、
砂
壌
土
や
埴
壌
土
で
よ
く
生
育
し

ま
す
。
土
壌
酸
度
は
弱
酸
性
を
好
み
ま

す
。
根
は
あ
ま
り
深
く
ま
で
張
ら
ず
に

地
表
近
く
に
多
く
発
達
す
る
た
め
、
乾

燥
に
は
弱
い
野
菜
で
す
。
梅
雨
期
以
降

の
高
温
や
乾
燥
は
生
育
に
好
ま
し
く
な

い
た
め
、
こ
ま
め
な
灌
水
や
敷
き
ワ
ラ

等
を
施
し
て
管
理
し
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
は
ト
マ
ト
ほ
ど
強
い
光
を

必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
光
が
不
足
す
る

と
収
量
や
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
葉
が

重
な
り
あ
っ
て
採
光
が
悪
く
な
る
場
合

が
多
い
の
で
、
こ
ま
め
な
摘
葉
作
業
が

必
要
で
す
。

苗
の
準
備

　

３
月
下
旬
に
育
苗
箱
へ
条
ま
き
し
、

本
葉
が
開
き
始
め
た
頃
に
ポ
ッ
ト
へ
移

植
す
る
か
、
３
号
ポ
ッ
ト
に
３
粒
ま
き

し
て
本
葉
１
枚
頃
に
１
本
に
し
ま
す

（
早
い
作
型
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
の
保
温
で
き
る
施
設
が
必
要
）
。

　

苗
が
大
き
く
な
っ
て
互
い
の
鉢
の
葉

が
重
な
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ら
、
鉢

の
間
隔
を
広
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
に
光

が
十
分
に
当
た
る
よ
う
に
し
、
本
葉
３

～
４
枚
で
定
植
し
ま
す
。

　

育
苗
で
き
な
い
場
合
は
、
購
入
苗
を

利
用
し
ま
す
。
土
壌
病
害
が
心
配
さ
れ

る
圃
場
で
は
、
抵
抗
性
台
木
に
接
木
さ

れ
た
苗
を
利
用
す
る
こ
と
で
生
育
が
安

定
し
ま
す
。

畑
の
準
備

　

連
作
障
害
が
発
生
す
る
た
め
、
２
～

３
年
の
輪
作
と
な
る
場
所
で
栽
培
し
ま

す
。
野
菜
の
中
で
最
も
酸
素
を
必
要
と

し
（
根
が
浅
く
湿
害
に
弱
い
）
、
乾
燥

に
も
弱
い
こ
と
か
ら
堆
肥
を
多
く
入
れ

て
土
づ
く
り
を
徹
底
し
ま
す
。
好
適
土

壌
酸
性
度
は
㏗
６
～
6.5
な
の
で
、
土
壌

検
査
を
行
っ
て
㏗
を
整
え
ま
す
。

　

定
植
10
日
前
く
ら
い
ま
で
に
１
㎡
当

た
り
堆
肥
３
㎏
、
化
成
肥
料
１
０
０
ｇ

を
施
し
て
深
耕
し
ま
す
。
根
は
広
く
張

る
た
め
、
元
肥
は
全
面
施
肥
し
ま
す
。

　

畝
は
栽
培
形
態
（
１
条
、
２
条
）
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
植
床
幅
90
～

１
２
０
㎝
、
条
間
80
～
１
０
０
㎝
で
、

形
態
に
応
じ
て
圃
場
に
余
裕
が
あ
れ
ば

管
理
作
業
が
し
や
す
い
よ
う
に
条
間
を

広
く
取
り
ま
す
。

定
植

　

植
え
付
け
間
隔
は
、
株
間
50
～
90

㎝
、
本
葉
３
～
４
枚
頃
、
深
植
え
に
な

ら
な
い
よ
う
に
鉢
土
の
縁
が
少
し
見
え

る
く
ら
い
に
植
え
ま
す
。
接
木
苗
は
接

木
部
が
土
に
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
す
（
自
根
発
生
防
止
）
。

　

植
え
穴
の
周
り
に
土
を
入
れ
、
風
で

振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
仮
支
柱
を
立

て
ま
す
。
春
植
え
は
、
肥
料
袋
を
利
用

し
た
ア
ン
ド
ン
で
防
風
と
保
温
対
策
を

施
し
ま
す
。

誘
引
・
整
枝

　

親
づ
る
の
み
の
１
本
仕
立
て
か
、
５

～
８
節
く
ら
い
か
ら
出
た
子
づ
る
を
含

め
た
２
～
３
本
仕
立
て
に
し
ま
す
。

①
親
づ
る
の
５
節
く
ら
い
ま
で
の
側
枝

（
子
づ
る
）
は
摘
み
取
っ
て
整
理
し
、

通
風
を
良
く
し
ま
す
。

②
つ
る
の
長
さ
が
30
㎝
く
ら
い
に
な
っ

た
ら
支
柱
や
ネ
ッ
ト
に
誘
引
し
、
そ

の
後
は
先
端
が
垂
れ
下
が
ら
な
い
う

ち
に
誘
引
し
ま
す
。

③
子
づ
る
は
放
任
す
る
と
混
み
合
っ
て

通
風
や
受
光
が
悪
く
な
り
、
病
気
の

多
発
や
良
品
が
取
れ
な
く
な
る
の
で

整
枝
し
ま
す
。

④
そ
の
後
の
子
づ
る
・
孫
づ
る
の
葉
は
、

着
果
し
た
ら
１
～
２
枚
残
し
て
摘
芯

し
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
ま
す
。

⑤
果
実
は
親
づ
る
に
も
つ
き
ま
す
が
、

現
在
の
品
種
群
の
大
部
分
は
子
づ

る
・
孫
づ
る
を
中
心
に
着
果
す
る
た

め
、
収
量
を
多
く
す
る
に
は
た
く
さ

ん
の
側
枝
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

⑥
初
期
の
草
勢
が
弱
け
れ
ば
、
10
節
く

ら
い
ま
で
の
雌
花
を
除
去
し
ま
す
。

一
度
に
多
く
の
摘
芯
を
せ
ず
、
常
に

強
い
生
長
点
を
２
～
３
本
残
す
よ
う

に
し
ま
す
。

⑦
支
柱
の
上
ま
で
親
づ
る
が
伸
び
た
ら

芯
を
止
め
、
養
分
を
子
や
孫
づ
る
に

回
す
よ
う
に
し
ま
す
。

灌
水
・
追
肥

①
乾
燥
と
肥
料
切
れ
の
影
響
を
受
け
る

と
収
量
が
少
な
く
な
り
、
曲
が
り
果

等
の
乱
形
果
が
多
く
な
り
ま
す
。
定

植
後
20
日
く
ら
い
か
ら
１
㎡
当
た
り

化
成
肥
料
20
～
30
ｇ
の
追
肥
を
始

め
、
以
降
15
日
お
き
く
ら
い
に
行
い

ま
す
（
収
穫
期
は
特
に
肥
切
れ
を
防

ぐ
た
め
、
定
期
的
に
「
追
肥
の
日
」

を
設
定
す
る
と
よ
い
）
。
梅
雨
入
り

前
に
敷
き
ワ
ラ
を
施
し
て
泥
の
跳
ね

上
が
り
や
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

②
根
が
酸
素
を
多
く
要
求
し
て
浅
く
張

る
た
め
、
灌
水
は
一
度
に
多
く
せ
ず

に
何
回
か
に
分
け
て
行
い
、
安
定
し

た
水
分
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
す
。

③
葉
が
混
ん
で
き
た
ら
黄
ば
ん
だ
葉
や

陰
に
な
っ
て
い
る
葉
を
整
理
し
、
通

風
と
日
当
た
り
を
良
く
し
ま
す
。
葉

は
展
開
後
10
日
く
ら
い
で
同
化
量
が

最
大
に
な
り
、
そ
の
後
35
日
く
ら
い

で
減
少
す
る
た
め
、
主
枝
の
展
開
葉

が
20
枚
以
上
に
な
っ
た
ら
下
位
節
の

老
化
葉
か
ら
少
し
ず
つ
摘
み
ま
す
。

収
穫

　

や
や
小
ぶ
り
の
果
実
の
方
が
味
が
良

い
た
め
、
早
め
の
収
穫
を
目
指
し
ま

す
。
収
穫
初
め
の
頃
は
特
に
小
ぶ
り
の

う
ち
に
収
穫
し
ま
す
。
大
き
く
な
り
過

ぎ
る
と
株
の
消
耗
に
つ
な
が
り
ま
す
。

最
初
の
果
実
の
肥
大
が
始
ま
っ
た
ら

ポ
ッ
ト
へ
次
の
作
型
の
種
を
ま
き
、
本

葉
２
～
３
枚
頃
に
植
え
ま
す
。

主
な
病
害
虫

●
ウ
ド
ン
コ
病
・
斑
点
細
菌
病
・
ベ
ト

病
等
が
発
生
し
ま
す
。
発
病
前
か
ら
の

定
期
的
な
予
防
散
布
を
し
、
発
病
葉
は

取
り
除
き
ま
す
。

●
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
等
の
害

虫
が
寄
生
す
る
の
で
、
殺
虫
剤
を
定
期

的
に
散
布
し
ま
す
。

※
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
登
録
内
容

（
適
用
作
物
、
使
用
量
と
希
釈
倍
率
、

使
用
時
期
、
総
使
用
回
数
等
）
を
確

認
し
、
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

キュウリ
原産地はインド北西のヒマラヤ山麓地帯。日本には１０世紀以前に中
国から渡来しましたが、各地に普及し始めたのは江戸末期から明治初
期といわれています。
トマトやナスとともに代表的な夏の野菜ですが、今日では品種改良と
施設栽培の発達などによって一年中栽培されています。

４月3月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

種まき早春

春まき

夏まき

定植 収獲

ビニールトンネル

発芽するまでは密閉し、発芽したら換気
して 30℃以上にしないようにする

3 号のポリポット
に種を 3 粒まく

➡

根鉢を崩さない
ようポットから
丁寧に抜き取っ
て植え付ける

株の周りに十分
灌水する

60cm

子づるは本葉 2 枚を残して
その先で摘心する

摘心

摘心

親づる

子づる

子づる

摘心
摘心

摘心

親づる

かき取る

お
す
す
め
商
品

３
月
予
約
特
別
価
格
商
品通常　1 足　5,313 円（税込）

特別価格　1 足　5,000 円（税込）

【
特
長
】

●
フ
ラ
ッ
ト
な
底
で
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
破
れ

に
く
い
で
す
。

●
底
が
や
わ
ら
か
い
の
で
、
足
の
疲
れ
が
少
な

い
で
す
。

●
天
然
ゴ
ム
（
裏
布
付
）
。

※
商
品
の
お
渡
し
は
４
月
の
予
定
で
す
。

■
商
品
の
ご
購
入
は　

お
近
く
の
Ｊ
Ａ

　

営
農
セ
ン
タ
ー
（
資
材
取
扱
店
）

　

ま
た
は
資
材
店
舗
へ

ダコニール 1000
250 ㎖　店頭価格   903 円（税込）
500 ㎖　店頭価格 1,728 円（税込）

【
特
長
】

●
広
範
囲
の
病
害
に
有
効
で
す
。

●
有
効
成
分
が
微
粒
子
な
の
で
植
物
に
均
一
に

付
着
し
、
高
い
防
除
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

●
薬
剤
に
よ
る
汚
れ
が
少
な
い
で
す
。

キ
ュ
ウ
リ

の
病
気
に

マルチの上にはこの長靴！

ベジタブーツ
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

啓け
い
ち
つ蟄
や
か
ん
か
ん
鍬く
わ

に
楔
く
さ
び
打
つ

竹
（
東
御
市
）

華
や
か
に
雛
を
飾
り
て
静
も
れ
り

Ｋ
・
Ｓ
・
ひ
と
り
（
佐
久
市
）

早
春
や
菜
の
ゆ
っ
く
り
と
伸
び
し
畝

花
木
槿
（
佐
久
市
）

雪
割
り
て
緑
鮮
や
か
蕗
の
薹

鯉
太
郎
（
佐
久
市
）

も
つ
れ
合
う
鴉
か
ら
す
の
つ
が
ひ
春
隣キー

ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

日ひ
あ
し脚
伸の

ぶ
雪
多
け
れ
ど
春
近
し春

待
ち
人
（
佐
久
市
）

春
を
待
つ
心
に
雪
が
水
を
差
す

仏
の
雅
（
佐
久
市
）

孫
の
顔
え
が
お
と
げ
ん
き
春
ま
じ
か

プ
ー
ち
ゃ
ん
（
佐
久
穂
町
）

北
京
五
輪
満
喫
出
来
る
高
齢
期ミー

ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

野
良
の
靴
揃
え
て
待
つ
や
春
の
声

ブ
ブ
（
佐
久
市
）

灯
の
消
え
し 

小
雪
の
中
の 

山
の
駅え

き舎

遠
く
去
り
ゆ
く 

音
も
い
て
つ
く

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

三
月
の 

暖
か
い
空 

燕
飛
び

雲
は
流
れ
て 

時
も
流
れ
るい

ち
ご
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

小
さ
く
て 

遅
れ
な
が
ら
も 

背
を
延
ば
し

薄
紫
の 

桜
草
咲
く

古
希
２
才
（
佐
久
市
）

東
京
の
親
戚
の
子
が
８
月
に
結
婚

式
を
挙
げ
た
い
と
知
ら
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
嬉
し
い
の
で
す
が
、
私

（
70
歳
）
も
息
子
も
孫
も
最
近
太
り

ぎ
み
。
皆
で
夏
ま
で
に
５
㎏
や
せ
る

こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
さ
て
、

目
標
を
達
成
で
き
る
の
は
誰
か
楽
し

み
！

お
米
大
好
き
バ
ァ
ー
（
佐
久
市
）

雪
か
き
を
し
て
い
た
ら
車
が
来
る

の
が
見
え
ま
し
た
。
わ
き
に
よ

け
て
立
っ
て
い
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
が
会
釈
を
し
て
通
っ
て
行
か
れ

ま
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

フ
ロ
ア
（
佐
久
市
）

早
朝
、
玄
関
先
に
ツ
グ
ミ
が
ぶ
る

ぶ
る
し
て
う
ず
く
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
湯
た
ん
ぽ
で
温
か
く
し
て

様
子
を
見
て
い
た
ら
、
２
時
間
後
く

ら
い
に
元
気
よ
く
飛
び
立
っ
て
行
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
朝
、
庭
を
ち
ょ

ん
ち
ょ
ん
し
て
い
る
の
で
、
リ
ン
ゴ

や
ら
野
菜
の
ク
ズ
な
ど
を
置
い
て
み

た
ら
食
べ
に
来
ま
す
。
ヒ
ヨ
ド
リ
と

取
り
合
い
っ
こ
み
た
い
な
こ
と
を
し

て
い
て
「
ツ
グ
ミ
頑
張
れ
！
」
っ
て

思
わ
ず
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

や
あ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

昨
日
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外

出
し
な
か
っ
た
せ
い
か
、
体
重
が
前

回
よ
り
も
２
㎏
増
え
て
い
ま
し
た
。

医
師
か
ら
は
「
歩
き
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
続
く

か
？

サ
ク
の
イ
ケ
チ
ャ
ン
（
佐
久
市
）

味
噌
づ
く
り
を
始
め
よ
う
と
思
い

ま
す
。
昔
は
近
所
で
共
同
で

作
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
友
達
を
集
め

て
ワ
イ
ワ
イ
や
り
な
が
ら
作
り
ま
す
。

毎
年
今
頃
に
な
る
と
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
春
が
始
動
！

み
ゃ
み
ゅ
み
ょ
（
東
御
市
）

日
の
光
が
な
ん
と
な
く
暖
か
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
３
月
下
旬
、
家
庭
菜
園
に
石
灰

を
ま
い
て
耕
し
ま
し
た
が
、
今
年
は

ま
だ
寒
い
の
で
、
雪
が
積
も
っ
た
家

庭
菜
園
を
見
て
ど
こ
に
何
を
作
ろ
う

か
、
そ
ろ
そ
ろ
作
付
け
を
考
え
始
め

ま
し
た
。

カ
メ
ラ
く
ん
（
小
諸
市
）

ま
も
な
く
北
帰
行
す
る
で
あ
ろ
う

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
見
に
滑
津
川

に
行
き
ま
し
た
。
お
だ
や
か
な
川
の

流
れ
の
中
、
幼
鳥
を
見
守
る
よ
う
に

26
羽
が
「
ク
ォ
ー
、
ク
ォ
ー
」
と
鳴

く
声
と
姿
に
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

無
事
に
帰
り
、
ま
た
来
年
数
を
増
や

し
て
く
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

佐
久
の
さ
と
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

昨
年
「
安
納
芋
」
を
３
株
ほ
ど
植

え
た
ら
初
心
者
で
す
が
上
手
に

で
き
ま
し
た
（
う
れ
し
い
）
。
掘
っ

て
す
ぐ
食
べ
る
と
熟
成
さ
れ
な
い
と

い
う
の
で
、
１
カ
月
ほ
ど
大
事
に
新

聞
紙
に
包
み
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
に

入
れ
て
正
月
明
け
に
開
け
て
み
た
ら
、

あ
ま
り
の
寒
さ
な
の
か
芋
に
カ
ビ
が

生
え
て
腐
っ
て
い
ま
し
た
。
ガ
ッ
カ

リ
で
す
。
今
年
は
熟
成
さ
せ
な
い
で

す
ぐ
食
べ
る
予
定
で
す
。

る
い
の
ま
ま
（
小
諸
市
）

も
う
年
度
末
な
の
で
す
ね
。
昨
年

に
続
き
、
２
年
も
コ
ロ
ナ
続
き

で
世
の
中
大
変
な
思
い
が
身
に
し
み

ま
す
。
お
ひ
な
様
を
飾
っ
た
り
下
手

な
つ
る
し
び
な
を
縫
っ
た
り
し
て
、

自
分
な
り
に
楽
し
み
を
見
つ
け
て
気

分
を
ふ
る
い
立
た
せ
ま
す
。

田
舎
の
ば
ー
さ
ん
（
立
科
町
） サザンカ（佐久市）

プルーン（御代田町）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

Ｋ・ばあば（御代田町）

イルカ（佐久穂町） 朝（佐久市）

昨
年
は
思
い
切
っ
て
高
い
ナ
ス
の

苗
を
買
っ
た
の
に
花
も
咲
か

ず
、
１
個
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
苗
も
売
り
切
れ
て
買

え
な
く
て
前
年
の
分
を
使
っ
た
ら
小

さ
い
も
の
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

灯
光
（
佐
久
市
）

朝
、
目
が
覚
め
て
起
き
出
す
前

に
布
団
の
中
で
ス
ト
レ
ッ
チ

を
や
っ
て
い
ま
す
。
股
関
節
を
広
げ

た
り
体
を
よ
じ
っ
た
り
正
座
を
し
て

上
半
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
幹
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
。
す
る
と
朝

は
頑
張
っ
て
い
た
階
段
の
下
り
も
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
着
替
え
も
よ
ろ
よ

ろ
せ
ず
に
ズ
ボ
ン
が
は
け
た
り
、
体

の
若
返
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ホ
シ
ガ
ラ
ス
（
佐
久
市
）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『ネンドマツ』
でした。

お願い：黒色のペンで、すべての項目にはっきりとご記入ください。

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
（イラスト・俳句等）
③8・9ページ「家庭菜園
便利帖」で取り上げて
ほしい品目
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●おハガキに記載された個人情報は、広報誌の編集
およびプレゼント発送等を目的とし、それ以外には
一切利用いたしません。
●ハガキは１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

63
★クイズ正解者の中から
　抽選で 10 名の方に
　「ＪＡまごころ商品券」
　（1,000 円分）を差し
　上げます。

●締切3月28日㈪（消印有効）

◇◆ヨコのカギ◆◇
①新 1 年生を迎える行事です
②『ローマの休日』や『プリティ・ウーマン』は○

○○○映画の名作です
③名古屋市の南側に位置する○○半島
④『銀河鉄道の夜』や『注文の多い料理店』の作者
⑥大が L、中が M なら、小は
⑧黒い石と白い石で戦います
⑩日本庭園に敷かれていることも
⑬ 4 月 29 日は○○○○の日。国民の祝日です
⑮稲や麦の茎を干したもの
⑰表の反対側
⑲画家がキャンバスに走らせます
◇◆タテのカギ◆◇
②ナットやボルトを締めます
⑤そこが彼の彼たる○○○だ
⑦自動車の、地面に触れる部分
⑨調味料控えめで作りました
⑪花見のときに広げることも
⑫○○○を求めて猫カフェに行った
⑭カイコの餌になる植物
⑯結婚が決まり、○○○○の顔合わせを行った
⑱お酒を飲んでいない状態
⑳元素記号は U。原子力発電所の燃料にも使われ

ます
�ここ 20 年ほどで携帯する人が増えました

応募総数 143 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。



Sakuasama  InformationSakuasama  InformationＪＡ佐久浅間からのお知らせ

13 JAHOO
2022-3 12JAHOO

2022-3

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付ます

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（4月）
　12日㈫  小諸店　16日㈯  御代田支所
　21日㈭ （旧）浅科店　27日㈬  北御牧支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610

■相談日　3月28日㈪ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　3月22日㈫　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

監事会報告　2 月 24 日開催 / 報告事項

①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの報告について
③みのり監査法人期末Ⅰ監査日程について
④１月内部監査実施状況報告について
⑤令和４年度内部監査年間計画（案）について

理事会報告　2 月 24 日開催 / 主な報告事項

①１月末部門別損益計算書について
②資産自己査定結果（１１月末基準）について
③令和４年度コンプライアンス・プログラムについて
④有価証券の購入について
⑤内部監査実施状況の報告について
決議事項
第１号議案　ＪＡ佐久浅間長期ビジョン・第二次３カ

年プラス２カ年計画（案）について
第２号議案　令和４年度事業計画および収支計画につ

いて
第３号議案　令和４年度賦課基準について
第４号議案　令和４年度貸付利率の最高限度および借

入金の最高限度ならびに同一人に対する信用の供与

等の最高限度額について
第５号議案　大口融資について
第６号議案　特定農業協同組合の承認申請について
第７号議案　令和４年度内部監査計画について
第８号議案　出資金減口について
第９号議案　令和４年度役員報酬について
第１号議案から第９号議案について承認しました。

「農
の う え ん た い

援隊」の農作業委託の受付開始
のお知らせ

当ＪＡでは、令和4年4月から組合員（農家）の農作
業支援にお応えするため、農作業の受託業務（有料）
を始めます。作業内容・料金は以下のとおりです。

●受託する農作業
「休耕田畑（遊休農地等）の耕起作業」および「田畑
畦畔の草刈り作業」
※ 田畑は、最近まで作付けをしていた農地や「諸事情（高齢

など）により農作業が困難となったため委託したい」という
方もご相談ください。

●作業料金（税別）（Ａ+Ｂ=作業料金）

※ 作業料金は組合員価格で表示しています。組合員以外の方
は「10％割増」となります。

※20 ａ以上の農地を同時にお申し込みいただける場合は「20
ａ目から 10 ａ当たり 500 円割引」いたします。

■お問い合わせ・お申し込み
　営農経済部またはＪＡ営農センターへ

セブン銀行・イーネット・ローソン銀行 ATM
の利用手数料改定とセブン銀行 ATM 利用時の
キャッシュバックサービス終了のお知らせ

当ＪＡでは、下記のとおりご利用手数料の改定とＪＡ
カード（一体型）によるセブン銀行ＡＴＭ利用時の
キャッシュバックサービスを終了いたします。何卒ご
理解を賜りますようお願い申し上げます

記
１・セブン銀行・イーネット・ローソン銀行ＡＴＭのご利用手

数料（入出金取引）

２・セブン銀行ＡＴＭ利用時のキャッシュバックサービス

　　（令和４年３月２４日利用分までサービス適用となります）
３・その他
　 （１）全国のＪＡバンクＡＴＭはこれまで通り手数料無料

にてご利用いただけます。
　 （２）三菱ＵＦＪ銀行ＡＴＭはこれまで通り、平日の８：

４５〜１８：００の時間帯、手数料無料でご利用いただけ
ます（出金取引のみ）。

　 （３）令和４年３月２５日（金）より「長野県ＪＡバンク
優遇プログラム」によるセブン銀行・イーネット・ローソ
ン銀行ＡＴＭの手数料が１カ月間で２回まで無料となる
サービスを開始します。

■詳しくはお近くのＪＡ金融窓口へ

令和４年度 生産資材利用者支援策のお知らせ

金融部からお知らせ 営業終了のお知らせ
令和 4 年 4 月 1 日㈮から以下の店舗で効率化体制
を実施します。業務内容は変わりありませんが、職
員が減員となることから相続相談などお時間がかか
る取引については、あらかじめお電話にてお問い合
わせをお願いいたします。

効率化店舗（5 店舗）　平根店・高瀬店・佐久医療
センター店・南大井店・三岡店

令和 4 年 3 月 31 日㈭をもちまして佐久野沢支所
平賀店・内山店は営業終了とさせていただきます。
●令和４年4月1日㈮ からの営業店舗
　佐久野沢支所中込店
　佐久市中込 478 − 1  TEL 0267 ー 62 ー 0302
　※ 口座番号およびキャッシュカード等の変更はございま
　　せん。

令和３年度より実施しております支援策を令和４年度も継続実施します。今後も農家所得向上に努めてまいります。

■お問い合わせ　お近くの生産資材店舗、営農センターまたは生産資材課 TEL 0267 ー 23 ー 6702 まで

ドロクロール20ℓ、バスアミド20㎏、10㎏、フロンサイド20㎏、3㎏
①段ボール早取取引　　　　12月納品で同月決済に該当する予約取引
②段ボール大口数量取引　　1品目で1回の納品数が8,000箱以上
　　　　　　　　　　　　　1品目で1回の納品数が4,000箱以上

ブロッコリー スチロールボックス

鳥獣害対策資材品

約5～10％引き
①約6～12％引き（納品枚数で格差あり）
②約5～10％引き（納品枚数、納品月、
　決済月で格差あり）

1箱2円引き

5％引き

農　薬
農産物出荷用

（野菜・果樹・花き）
段ボール
農産物出荷用

スチロールボックス
農業用資材

品　目 支援対象内容 参考（店頭価格比較）

・この支援策は単年度毎の見直しとなります　・支援対象価格は織込みとなっています
・価格低減策については、この大口支援策に加え予約注文でも実施しておりますので是非ご利用ください

信用事業各種手数料の改定のお知らせ
当ＪＡでは令和 4 年 4 月 1 日㈮より、信用事業の各種手数料を改定させていただくことになりました。
今後もより一層のサービスに努めてまいります。
１　手数料改定日　　　令和 4 年 4 月 1 日㈮
２　改定する手数料　　改定部分：赤字で表記（税込み）

Ａ 耕起作業
　　（ロータリーによる耕起）

作業内容

　 上記圃場内の草丈が 30㎝以上
　 の場合（フレールモア使用）

Ｂ 草刈り作業（作業者は 2名に
　 より実施します）

田　
　

畑

料　金基　準

10a
（1反）

1時間

13,500円

プラス
10,000円

3,000円

個人 IB（インターネット
バンキング）振込手数料

令和４年 3月 31日まで
3万円未満
無料
無料
１１０円
２２０円

3万円以上
無料
無料
２２０円
４４０円

3万円未満
無料
無料
１１０円
１６５円

3万円以上
無料
無料

２２０円
３３０円

令和４年 4月 1日から

当組合あて

系統あて
他行あて

同一店内
本支店

令和４年 3月 31日まで
3万円未満
無料
１１０円
１１０円
４４０円

3万円以上
無料
３３０円
３３０円
６６０円

3万円未満
無料
１１０円
１１０円
３３０円

3万円以上
無料

２２０円
２２０円
５５０円

令和４年 4月 1日から

当組合あて

系統あて
他行あて

同一店内
本支店

法人 IB（インターネット
バンキング）振込手数料

■詳しくはお近くのＪＡ金融窓口へ

手数料

変更日

平日 8：45～18：00
土曜 9：00～14：00
上記以外

無料
無料
110円

現　行 変更後
平日 8：45～18：00

上記以外

110円

220 円

概　要

終了日

ＪＡカード（一体型）によるセブン銀行ＡＴＭ利用時に
月５回までご利用手数料をキャッシュバック

令和４年３月 24日㈭

令和４年４月１日㈮

手数料

変更日

平日 8：45～18：00
土曜 9：00～14：00
上記以外

無料
無料
110円

現　行 変更後
平日 8：45～18：00

上記以外

110円

220 円

概　要

終了日

ＪＡカード（一体型）によるセブン銀行ＡＴＭ利用時に
月５回までご利用手数料をキャッシュバック

令和４年３月 24日㈭

令和４年４月１日㈮
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■店頭価格　６, ６７１円（税込）　
■お買い求めは、お近くのＪＡ営農センター（資材取扱店）、資材店舗へ
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消
費
者
に
喜
ば
れ
る
花
を
つ
く
り
た
い

消
費
者
に
喜
ば
れ
る
花
を
つ
く
り
た
い

佐
久
穂
町
海
瀬
　
畑 

隆
之
さ
ん

佐
久
穂
町
海
瀬
の
畑
隆
之
さ
ん
は
、
妻
の
英
美
さ

ん
と
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
に
就
農
し
、
約
３
年
前
に
父
親
か
ら

経
営
を
譲
り
受
け
ま
し
た
。
現
在
は
10
棟
の
ハ
ウ

ス
で
「
オ
デ
ィ
オ
ン
」
「
サ
ン
マ
リ
ノ
」
な
ど
約

15
品
種
を
栽
培
し
、
年
間
約
10
万
本
出
荷
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
新
た
に
「
ミ
コ
ノ
ス
」
「
マ
リ
ア

ヴ
ェ
ー
ル
」
を
栽
培
す
る
予
定
で
す
。

畑
さ
ん
は
「
消
費
者
に
奇
麗
、
色
が
良
い
と
言
わ

れ
る
と
す
ご
く
嬉
し
く
、
励
み
に
な
る
。
父
の
代

か
ら
の
こ
だ
わ
り
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
品
種

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
花
を
妻

と
つ
く
り
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

SDGs

わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。


